
女性活躍支援事業 【広島県三原市】

女性の就労率が男性と比較して低く，結婚や出産を機に仕事を辞
めるケースがあり２５歳～４４歳にかけてＭ字カーブの形状がみら
れる一方で，仕事と子育ての両立の推進要望は高い。
未就業女性の働く意欲は高いが，企業側は女性人材を活用する
ための働き方や環境をどの様に変えれば良いか分からない部分も
多く，就労を希望する女性側と女性人材を活用したい企業側の
ニーズにギャップがある。

地域の実情と課題

◯三原商工会議所
◯三原臨空商工会
◯三原公共職業安定所
◯広島県

連携団体

目標値に到達しなかった要因として，①の女性就労ワークスクー
ルの参加女性から③のジョブカフェへの参加誘導率が約4割にとど
まったことが挙げられる。
不参加の理由として，「希望する条件の企業がなかった」が挙げら
れた。また，就労に至らなかった理由として，「子どもの成長に合わ
せて再検討したい」が大半を占めた。
以上の結果を踏まえ，関係団体と連携し，更に子育て期等の女性
の実情に合った求人開拓及び市内企業の理解を促す必要がある。

今後の課題

ワークスクールに参加した２１人のうち，７人の就労が実現した。
「子育てやブランクによる不安を払拭するきっかけになった」「同じ
状況の女性や企業の方との交流が良い経験となった」との声が聞
かれ，目的のとおり就労の後押しの機会となった。
事業への参加女性は，これまでハローワーク等で自発的な求職活
動をしていない層であり，潜在的な就労ニーズへのプッシュ型の支
援は有効であったと考える。

事業の効果

就労に意欲ある子育て期女性の就労実現を目的とし，仕事と子育
ての二者択一を迫られることなく，子育ても大切にしながら仕事で
も意欲と責任をもって働く視点を学ぶ機会を提供し，就労を後押し
するとともに，就労実現の具体的な仕掛けとして，市内企業との出
会いの場を創出する。
※主な目標：（）内は実績
事業に参加した女性の就職人数１０人（７人）

目的・目標

①女性就労ワークスクール（連続３回）の開催
専門講師によるワークスクールにより就労への一歩を踏み出す
「きっかけ」づくりを行う
②企業向け女性活躍推進セミナー（２回）の開催
専門講師によりセミナーにより女性活躍のための企業側の環境整
備のポイントを知る機会を創出する
③女性就労企業説明会・相談会（ジョブカフェ）の開催
双方のマッチングの機会を設けることで就労の実現に寄与する

事業の特徴

総事業費 1,348千円

交付金額 674千円

事業番号 ①



◆女性就労ワークスクールの開催
〇第１回

ママのためのキャリアセミナー（６月２８日）
〇第２回

ＩＴスキルアップ講座（７月１２日）
〇第３回

わたし磨き講座（９月２２日）

主に子育て期にある就労を希望する女性を対象に，
専門講師によるワークスクールを開催。【参加者数】女性２１人

子育ても大切にしながら仕事でも意欲と責任をもって働く視点を養い，
就労への具体的な一歩を踏み出す「きっかけ」づくりを行った。

◆企業向け女性活躍推進セミナーの開催
〇第１回（７月２７日）
〇第２回（８月３日）

市内企業を対象に専門講師によるセミナーを開催。
【参加者数】企業３１社

女性活躍のための企業側の環境整備のポイントを開設。
また，参加企業同士のグループワークなどの交流を行った。

事業の概要

ワークスクールの様子

案内パンフレット

案内パンフレット



◆女性就労企業説明会・相談会（ジョブカフェ）の開催（９月２８日）
市内の就労を希望する女性と市内企業との企業説明・相談会を開催。
【参加者数】女性１０人，企業２２社

企業の一方的な説明にならないよう，双方向にコミュニケーションを取ることができる
イベントを開催。最終的には本事業を通じて７名の女性の就労が実現。

事業の概要

ジョブカフェの様子

案内パンフレット

【参加女性からの声】
色々な企業さんと話す機会となり
復職に向けてのモチベーションが高まりました！

【参加企業からの声】
就職へ意欲のある方がたくさん参加されており
直接お話できる機会貴重な機会と感じました！


